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８
５
号

三
刀

屋
高

校
だ

よ
り

2
0
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4
年
（
平
成
2
6
年
）
6
月
1
3
日
(
金
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蒼雲〒
69

0-
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04
雲

南
市

三
刀

屋
町

三
刀

屋
91
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2

T
EL：

0
85

4-
45

-2
72

1
F
AX：

0
85

4-
45

-5
63

0

M
IT

O
Y

A

島
根

三
刀

屋

県
立

高
校

学
校

だ
よ

り

第
8
5
号

夢
を

語
ろ

う

三
高

で
！

君
の

夢
を

叶
え

る

島
根

全
県

区
の

三
刀

屋
高

校
で

す

(
総

合
学

科
は

島
根

全

県
か

ら
入

学
で

き
ま
す

)

男子バスケットボール準々決勝の対松江工業高校戦。最終第４Ｑ残り４分、

攻守の要３年和田がファイブファールで退くと相手ベンチは沸いたが、三高
は慌てることなく、あせる相手のミスをさそい、残り３分に5
9対

4
9と再び突

き放し、勝利を確信したかのようにベンチはお祭り騒ぎ。

勝負二題

①勝ちにこだわれ

某競技で県内の

強豪チームに育て

上げた高校の元監

督の話を聞く機会

があった。「勝ちにこだわれ。

勝てば、周囲への感謝の気持

ちがより大きく湧き出るもの

だ。そんな体験を味あわせて

やりたいからこそ、私は勝ち

にこだわった。」そんな趣旨

のお話だった。▼人それぞれ

目標も違い、頂点に立たなけ

れば感謝の念が湧かないとい

うものでは決してないが、よ

り大きな歓喜に宿るより大き

な感謝の心が人を優しくし、

それが人としての逞しさにつ

ながっていくに違いない。そ

う考えたい。▼一方、逆もま

た真なり。総体後の３年学年

集会での験馬教諭の言葉は、

生徒諸君の心にも響いたこと

だろう。

「勝って反省、負けて感謝」

―頂点に立つ者以外はどこか

では敗者となる。そこまで辿

り着けたことも感謝に値する

ことを自覚すべきだろう。

②負けのすすめ

近年、囲碁・将棋を授業に

組み込む大学が増えていると

いう。東京大学では授業の内

容が「東大教養囲碁講座」と

してまとめられ、「囲碁で養

える力８か条」が紹介してあ

る。その８番目には「負ける

経験ができる」と記される。

▼某大学の教授は、「今の学

生は挫折とか失敗、特に負け

る経験が少ない。負けるリス

クのある挑戦・勝負をできる

だけ避けようとする。」と語

り、負ける事を勧める。▼３

年学年集会で新宮教頭は、

「体験を人生の糧になる経験

とすることができるのは、体

験に心の痛みがともなった時

だ。」と語りかけた。総体で

の貴重な負けを含めた体験を、

いかに今後に活かしていくか

が更なる大きな勝負と言えよ

う。負けて感謝。そして、負

けを次の目標につなげてもら

いたい。（編集長記）

つ
な

が
ろ

う
三

高
つ

な
が

ろ
う

雲
南

如
己

愛
人



３
年
連
続
31
回
目

14
年
連
続
26
回
目

〈
決
勝
戦
〉

決
勝
戦
の
相
手
は
４
月
の
中
国

大
会
県
予
選
を
制
し
た
松
江
商
業
。

三
刀
屋
は
初
回
、
三
塁
打
で
出
塁

し
た
富
田
を
主
将
の
持
田
が
プ
ッ

シ
ュ
気
味
の
内
野
ゴ
ロ
で
返
し
て

１
点
を
先
取
。

守
っ
て
は
大
東

戦
に
続
い
て
先

発
し
た
藤
原
が

走
者
を
出
し
な

が
ら
も
要
所
を

締
め
た
。
４
回

裏
を
初
め
て
３

者
凡
退
に
退
け

る
と
、
５
回
表

に
は
高
橋
の
二

2014年（平成26年）6月13日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第８５号（２）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

＜男子決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 １ ２ ２ ０ ２ ０ １ ８

安 来 ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ３

＜女子決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 １ ０ ０ ０ １ ０ ４ ６

松江商業 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２

＜女子準々決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

大 東 １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３

三刀屋 ０ ３ ０ ０ １ ０ × ４

男子 女子

＜女子１回戦＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

安 来 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

三刀屋 ２ ０ １ １ ０ 3X ７

＜女子準決勝＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

浜田商業 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

三刀屋 １ ０ ０ ０ ２ ０ × ３

初回、三刀屋は藤原魁人(3年)の先頭打者
ホームランで相手の出鼻をくじく。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ(

横
浜
市)

男
女
ア
ベ
ッ
ク
出
場
へ

―

先
頭
打
者
Ｈ
Ｒ
で
主
導
権
握
る

―

対
戦
相
手
の
安
来
は
現
３
年
生

中
心
に
２
年
間
不
動
の
メ
ン
バ
ー

で
力
を
つ
け
て
き
た
。
験
馬
監
督

も
「
こ
の
10
年
間
で
最
も
警
戒
」

と
口
に
し
て
い
た
が
、
先
攻
の
三

刀
屋
は
初
回
表
、
先
頭
打
者
藤
原

魁
人(

３
年)

が
３
球
目
を
フ
ェ
ン

ス
超
え
に
大
ア
ー
チ
を
放
っ
て
先

制
し
、
そ
の
後
も
長
短
打
に
足
を

絡
め
て
小
刻
み
に
加
点
。
14
年
連

続
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

６回コールド

激
戦
に
つ
ぐ
激
戦
、
得
点
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
が

本
当
に
目
が
離
せ
な
い
激
戦
だ
っ
た
ん
で
す

誉
め
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
!!

決勝戦７回表

主将のバットから大量得点へ

塁
打
を
足
が
か
り
に
１
点
を
追
加

し
た
が
、
松
商
も
そ
の
裏
、
先
頭

打
者
の
二
塁
打
の
後
、
深
い
位
置

へ
の
内
野
安
打
や
高
い
バ
ウ
ン
ド

で
野
手
の
頭
を
超
え
て
い
く
不
運

な
ヒ
ッ
ト
が
重
な
り
流
れ
は
完
全

に
松
商
側
に
。
２
点
を
献
上
し
た

も
の
の
、
な
お
も
満
塁
の
ピ
ン
チ

を
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ゴ
ロ
で
し
の
い
だ
。

６
回
は
両
チ
ー
ム
と
も
に
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
ず
、
迎
え
た

７
回
表
に
は
、
警
戒
し
す
ぎ
た
松

商
投
手
か
ら
連
続
四
球
を
足
が
か

り
に
掴
ん
だ
一
死
満
塁
の
チ
ャ
ン

ス
に
、
ま
ず
死
球
で
押
し
出
し
の

１
点
。
続
く
持
田
の
打
球
は
詰
ま
っ

た
も
の
の
飛
ん
だ
コ
ー
ス
が
よ
く
、

内
野
手
同
士
が
交
錯
し
て
グ
ラ
ブ

か
ら
ボ
ー
ル
が
こ
ぼ
れ
、
そ
の
後

の
敵
失
も
絡
ん
で
こ
の
回
計
４
点

を
追
加
し
て
勝
利
を
呼
び
込
ん
だ
。

◇
◇
◇
◇
◇

準
決
勝
、
準
々
決
勝
も
緊
迫
し

た
場
面
が
続
い
た
。
特
に
４
月
の

中
国
予
選
で
苦
杯
を
喫
し
た
相
手

の
大
東
高
と
の
一
戦
で
は
、
序
盤

に
３
点
を
リ
ー
ド
さ
れ
る
苦
し
い

展
開
と
な
っ
た
が
、
一
つ
ひ
と
つ

の
プ
レ
ー
を
確
実
に
こ
な
し
て
逆

転
劇
に
結
び
つ
け
た
。
い
ず
れ
の

試
合
で
も
守
っ
て
は
シ
ョ
ー
ト
の

渡
部
が
再
三
の
好
守
を
見
せ
る
な

ど
、
堅
い
守
り
で
頂
点
に
立
っ
た
。

▼
顧
問

三
嶋

広(

監
督)

米
田
大
祐

▼
部
員

藤
原
桃
子
（
３
年
）

富
田
早
貴
（
３
年
）

小
林
明
日
香
（
３
年
）

持
田

偲
（
３
年
）

永
瀬
耀
里
（
２
年
）

安
原
美
咲
（
２
年
）

神
門
衿
香
（
２
年
）

高
橋
笑
理
（
２
年
）

糸
原
ひ
か
る
（
２
年
）

渡
部
ほ
の
か
（
２
年
）

古
田
夏
帆
（
２
年
）

木
次
美
雪
（
１
年
）

田
島
実
侑
（
１
年
）

加
藤
千
佳
（
１
年
）

山
根
七
海
（
１
年
）

青
木
真
衣
子
（
１
年
）

板
倉
知
香
（
１
年
）

小
林
大
子
（
１
年
）

周
藤

蘭
（
１
年
）

内
藤

舞
（
１
年
）

永
見
日
奈
子
（
１
年
）

難
波
夏
里
（
１
年
）

高
尾
美
優
（
２
年
）
ﾏﾈ

▼
顧
問

験
馬
敦
史(
監
督)

陶
山
晋
太
郎

▼
部
員

藤
原
信
行
（
３
年
）

細
木

剛
（
３
年
）

永
瀨
恭
介
（
３
年
）

藤
原
孝
光
（
３
年
）

藤
原
秀
光
（
３
年
）

渡
部

賢
（
３
年
）

渡
部
翔
太
（
３
年
）

渡
部
翔
太
（
３
年
）

藤
原
魁
人
（
３
年
）

松
村
研
大
（
３
年
）

横
山
貴
文
（
２
年
）

永
瀨
敬
吾
（
２
年
）

景
山
優
志
（
２
年
）

安
部
正
昭
（
１
年
）

梶
田
啓
悟
（
１
年
）

陶
山
航
平
（
１
年
）

常
松
瑞
希
（
１
年
）

藤
原
弘
明
（
１
年
）

伊
藤
達
晃
（
１
年
）

田
本
泰
弘
（
１
年
）

大
森
真
帆
（
２
年
）
ﾏﾈ

加
納
智
香
（
２
年
）
ﾏﾈ

男子：8月7日(木)～11日(月)

女子：8月1日(金)～ 5日(火)



（３）第８５号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）6月13日(金)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

卓

球

柔

道

剣

道

サ
ッ
カ
ー

(

松
江
市
営
陸
上
競
技
場)

予
選
通
過
者

▼
女
子
１
５
０
０
ｍ
決
勝

松
島
菜
々
子

12
位

▼
女
子
３
０
０
０
ｍ
決
勝

松
島
菜
々
子

９
位

男
子
団
体
の
初
戦
は
対
隠
岐
水

産
高
校
。
次
鋒
の
定
本
大
地
（
１

年
）
が
一
本
勝
ち
す
る
と
、
中
堅

の
奥
井
大
勢
、
副
将
の
小
林
祐
太

（
３
年
）
と
連
続
し
て
抑
え
込
み

で
勝
利
し
て
ベ
ス
ト
８
入
り
を
決

め
た
。

【
男
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
➂
‐
２
隠
岐
水
産

▼
準
々
決
勝

三
刀
屋
０
‐
➄
出
雲
工
業

▼
敗
者
復
活
戦

三
刀
屋
２
‐
③
益
田
東

※
第
８
位

【
男
子
個
人
】

▼
81
㌔
級

ベ
ス
ト
８

奥
井
大
勢(

２
年)

▼
66
㌔
級

ベ
ス
ト
８

小
林
祐
太(

３
年)

（
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

【
男
子
】

▼
団
体
１
回
戦

三
刀
屋
２
‐
➂
津
和
野

▼
個
人２

回
戦
ま
で
で
敗
退

【
女
子
】

▼
団
体
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
安
来
➂

▼
個
人
複

田
部
智
鈴
・
中
村
優
華
（
３
年
）

３
回
戦
進
出

(

浜
田
商
業
高
校)

【
女
子
】

▼
２
回
戦

三
刀
屋
②
‐
０
松
江
北

▼
３
回
戦

三
刀
屋
０
‐
②
松
江
農
林

準
々
決
勝
進
出
を
か
け
た
相
手

は
、
４
月
の
中
国
大
会
県
予
選
を

制
し
た
第
一
シ
ー
ド
の
松
江
農
林

高
校
。
健
闘
及
ば
ず
敗
退
し
た
。

(

益
田
高
校)

▼
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
②
松
江
高
専

三
刀
屋
は
前
・
後
半
に
一
点
ず

つ
を
献
上
。
Ｇ
Ｋ
藤
原
優
大
の
好

【
男
子
】

▼
団
体
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
隠
岐
島
前

▼
個
人
戦

渡
部
佑
輔
（
３
年
）

木
澤

勝
（
３
年
）

３
回
戦
進
出

【
女
子
】

▼
団
体
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
浜
田

▼
個
人
戦

飯
塚
真
子
（
３
年
）

北
川
真
実
（
２
年
）

３
回
戦
進
出

チームを牽引した主将の小林祐太(3年)。益

田東との敗者復活戦でも一本勝ち(写真大外刈)
をおさめたが、チームは惜敗。

男
子
５
０
０
０
㍍
予
選
１
組
。
気
温
30
度
の
中
、
飯
塚
悠
斗
（
２
年
）

は
レ
ー
ス
の
序
盤
を
先
頭
で
引
っ
張
る
積
極
果
敢
な
走
り
を
み
せ
た
。
予

選
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
自
己
記
録
を
更
新
す
る
走
り
が
光
っ
た
。

女子団体1回戦。ダブルスの太田成美・柳楽
紗耶は6連続ポイントで勢いに乗って第1セット

を先取したがフルセットの末に惜敗。

（
島
根
県
立
武
道
館
）

ベ
ス
ト
８

団体

個人

小
林
（
66
㌔
級
）

奥
井
（
81
㌔
級
）

全校生徒数(人) 総体エントリー数(人)

男子 218
468

男子参加 93
165

女子 250 女子参加 72

陸

上

（
総
体
結
果
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

(

松
江
市
総
合
体
育
館)

【
男
子
】

▼
団
体
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
➂
浜
田

▼
個
人
戦

景
山
裕
介
（
３
年
）

３
回
戦
進
出

【
女
子
】

▼
個
人
戦
の
み

２
回
戦
敗
退

▽
顧
問

和
田
淳
・
片
山
誠

▽
部
員

小
林
祐
太

（
３
年
）

三
浦
航
太
郎
（
３
年
）

西
村
和
紀

（
２
年
）

奥
井
大
勢

（
２
年
）

陶
山
拓
郎

（
２
年
）

定
本
大
地

（
１
年
）

男 子

セ
ー
ブ
（
写
真
）
も
あ
っ
て
そ
れ

以
上
の
追
加
点
を
許
さ
な
か
っ
た

が
、
最
後
ま
で
一
点
が
遠
か
っ
た
。

(

松
江
市
総
合
運
動
公
園)

↑
総
体
後
半
で
雨
の
影
響
を
最
も
受

け
た
の
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
。
男
子
個

人
戦
で
３
回
戦
ま
で
進
出
し
た
渡
部
・

木
澤
組(

手
前)

も
、
初
戦
は
３
時
間

半
の
中
断
を
強
い
ら
れ
た
。

↑
女
子
は
部
員
２
名
で
団
体
戦
出
場

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
個
人
戦
で
の

岡
田
依
美(

２
年)

は
一
本
先
取
さ
れ

な
が
ら
も
コ
テ
（
写
真
）
と
メ
ン
の

二
本
勝
ち
で
逆
転
勝
利
。
三
次
紗
矢

(

３
年)

も
初
戦
を
突
破
し
た
。



バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
72
‐
49
松
江
南

▼
２
回
戦

三
刀
屋
76
‐
49
矢
上

▼
準
々
決
勝

三
刀
屋
66

‐

58
松
江
工
業

17
‐
16

13
‐
12

14
‐
12

22
‐
18

▼
準
決
勝

三
刀
屋
65

‐

86
松
江
東

13
‐
25

18
‐
14

13
‐
19

21
‐
28

第
３
位

(
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ)

▼
顧
問

目
次
寿
明

須
田
晶
子

▼
外
部
コ
ー
チ

難
波
一
志

▼
部
員

稲
田
隼
士
（
３
年
）

石
田

豪
（
３
年
）

巨
勢

迅
（
３
年
）

佐
藤
颯
哉
（
３
年
）

松
尾
優
吾
（
３
年
）

三
宅
雄
大
（
３
年
）

高
尾
清
礼
（
３
年
）

塚
本
成
哉
（
３
年
）

和
田

翔
（
３
年
）

坂
田
雅
弥
（
３
年
）

舟
木

武
（
３
年
）

藤
原
匠
吾
（
２
年
）

森
山
博
康
（
２
年
）

内
田
将
人
（
１
年
）

細
木
淳
之
介
（
１
年
）

宮
崎
郁
哉
（
１
年
）

若
槻
克
弥
（
１
年
）

富
田
和
彰
（
１
年
）

石
原
一
樹
（
１
年
）

隂
山
航
紀
（
１
年
）

松
本
将
弥
（
１
年
）

森
山
麻
衣
（
３
年
）
ﾏﾈ

鐘
撞
歩
未
（
２
年
）
ﾏﾈ

加
納
菖
大
（
１
年
）
ﾏﾈ

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｒ Ｈ Ｅ

出雲北陵 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ 13 ３

三刀屋 ０ ２ ０ ０ ０ ５ ０ ０ × ７ ８ １

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｒ Ｈ Ｅ

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ １

大 社 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ × １ ６ ２

（5／30～31、浜山球場）

野

球

出雲地区野球大会

＜１回戦＞

＜準々決勝＞

硬式野球は総体競技ではありません

来月に迫った夏の大会を勝ち上がっていくには、

今大会のように守りの安定感が求められる。大きな

収穫だった。出塁してからの走塁ミスやサインの見

落とし等、今回の反省材料をもとに万全の調整を目

指してもらいたい。

秋の優勝校と互角の戦い（対大社）

【
女
子
】

初
戦
突
破

▼
１
回
戦

三
刀
屋
96
‐
15
隠
岐
島
前

▼
２
回
戦

三
刀
屋
31
‐
76
益
田

初
戦
は
す
べ
て
の
ク
オ
ー
タ
ー

で
相
手
の
得
点
を
一
ケ
タ
に
抑
え

て
大
勝
。
２
回
戦
で
は
第
一
ク
オ
ー

主将の巨勢迅が大会ベ
スト５に選出された。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
準
々

決
勝
の
対
戦
相
手
は
松
江
工
業
高

校
。
４
月
の
中
国
大
会
県
２
次
予

選
で
は
第
４
Ｑ
終
盤
に
再
逆
転
を

許
し
て
５
点
差
に
泣
い
た
。
こ
の

時
は
５
校
総
当
た
り
戦
で
、
部
員

も
多
く
交
代
要
員
が
豊
富
な
強
豪

校
に
有
利
な
大
会
だ
っ
た
。

総
体
前
の
目
次
監
督
は
、
「
今

回
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
な
の
で
、

絶
対
に
負
け
な
い
。
」
と
自
信
を

見
せ
て
い
た
が
、
そ
の
言
葉
通
り

序
盤
か
ら
僅
差
な
が
ら
も
常
に
リ
ー

ド
す
る
展
開
と
な
っ
た
。

最
終
第
４
Ｑ
残
り
４
分
、
攻
守

の
柱
３
年
の
和
田
が
フ
ァ
イ
ブ
フ
ァ
ー

ル
で
ベ
ン
チ
に
退
く
と
相
手
ベ
ン

チ
は
沸
い
た
が
、
三
高
は
慌
て
る

こ
と
な
く
、
あ
せ
る
相
手
の
ミ
ス

を
さ
そ
い
残
り
３
分
に
59
対
49
と

再
び
突
き
放
す
と
、
勝
利
を
確
信

し
た
か
の
よ
う
に
応
援
席
・
ベ
ン

チ
は
お
祭
り
騒
ぎ
の
よ
う
に
沸
き

(

１
面
写
真)

、
ま
も
な
く
勝
利
の

瞬
間
を
迎
え
た
。

準
決
勝
、
対
松
江
東
戦
も
善
戦
。

後
半
に
引
き
離
さ
れ
て
決
勝
進
出

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
堂
々
の
第

３
位
に
輝
い
た
。

2014年（平成26年）6月13日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第８５号（４）

お
詫
び

５
月
10
日
発
行
の
本
紙
第

84
号
の
中
で
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
中
国
大
会
県
２
次

予
選
対
松
江
工
業
高
校
戦
の

得
点
を
誤
表
記
し
て
お
り
ま

し
た
。
正
し
く
は

三
刀
屋
58
‐
63
松
江
工
業

松
江
工
業
の
勝
利
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

タ
ー
序
盤
を
リ
ー
ド
し
て
始
ま
っ

た
が
、
そ
の
後
は
徐
々
に
点
差
を

広
げ
ら
れ
て
準
々
決
勝
進
出
は
な

ら
な
か
っ
た
。

野球部も駆けつけた大応援団

堂
々
の
第
３
位

男子



い！
熱い闘い!

広島地方気象台は6月4日(水)、山口県に続いて中国地方全域が梅雨入りしたとみられると発表した。5日(木)からの後期

総体に文字通り水を差す悪天候となった。5日の松江の最高気温は19℃。前週の酷暑より10度以上低くなった。

恩田校長が自前で準備した応援フラッグ

第
52
回
島
根
県
高
校
総
体
ア
ル
バ
ム

5月30日(金)16:00スタートの男子5000ｍ。ゼッケ

ン456番は陸上部主将の藤原夏望。夕方近いこの時

刻になっても松江市営陸上競技場は29℃の暑さ（最

高気温32℃）。トラック内はもっと暑く、前期総体

は炎天下での熱戦が続いた。

（５）第８５号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）6月13日(金)



出
雲
地
区
高
校
美
術
講
習
会

書

道

高
文
連
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
兼
講
習
会

（
５
／
29
～
31
、
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
）

勝
敗
を
決
す
る
体
育
系
の
部
活
動
に
対
し
て
、
文
化
部
は
順
位
や
賞
を
競
う

活
動
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
の
声

も
少
な
く
な
い
が
、
県
総
体
の
期
間
と
重
な
る
５
月
末
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け

て
は
毎
年
、
高
文
連
の
各
専
門
部
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
講
習
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
催
さ
れ
て
い
る
。

美

術

出
雲
地
区
10
校
か
ら
１
３
６
名
参
加

出
雲
地
区
美

術
講
習
会
が
５

月
29

日
か
ら
３

日
間
、
出
雲
市

小
境
町
の
サ
ン
・

レ
イ
ク
を
宿
泊

地
と
し
て
開
催

さ
れ
、
出
雲
地

区
10

校
か
ら
１

３
６
名
、
本
校

か
ら
は
美
術
部

員
23
名
が
参
加
し
た
。

風
景
写
生
（
油
彩
・
水
彩
）
、

花
の
静
物
画
（
日
本
画
）
の
い
ず

れ
か
を
選
択
し
、
一
畑
電
鉄
駅
と

一
畑
薬
師
の
２
か
所
の
会
場
に
分

か
れ
、
思
い
思
い
の
場
所
を
選
定

し
て
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
た
。

日
中
の
延
べ
15
時
間
ほ
ど
を
か
け

た
力
作
は
、
最
終
日
に
各
校
の
先

生
に
講
評
し
て
い
た
だ
き
、
澁
谷

５
月
29
日
か
ら
の
３
日
間
、
大

田
市
の
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で

開
催
さ
れ
た
標
記
コ
ン
ク
ー
ル
・

講
習
会
に
県
内
17
校
か
ら
１
４
６

名
、
本
校
か
ら
も
書
道
部
員
３
名

が
参
加
し
た
。

初
日
に
施
設
内
の
武
道
館
で
揮

毫
し
た
作
品
（
臨
書
課
題
・
創
作

課
題
よ
り

選
択
し
て

２
点
制
作
）

を
対
象
に

し
た
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
妹
尾
有
真
さ
ん

（
１
年
）
の
作
品
が
特
選
に
選
ば

れ
、
さ
ら
に
特
選
の
中
で
も
秀
で

た
作
品
の
一
つ
と
し
て
講
評
会
の

中
で
紹
介
さ
れ
た
。
他
の
二
人
の

作
品
も
秀
作
に
選
出
さ
れ
、
人
数

は
少
な
い
も
の
の
、
本
校
書
道
部

の
実
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
部
員

に
と
っ
て
も
大
き
な
自
信
と
な
っ

た
。
今
回
の
書
道
合
宿
で
は
こ
の

ほ
か
、
ろ
う
け
つ
染
（
写
真
上
）

や
交
流
会
（
書
道
ク
イ
ズ
）
も
組

ま
れ
、
充
実
の
３
日
間
と
な
っ
た
。

三
瓶
で
２
泊
３
日
の
書
道
合
宿

島 根 県
高 文 連

写真右はろうけつ染め作品

▼
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

特
選

妹
尾
有
真
（
１
年
）

秀
作

神
田
亜
林
（
２
年
）

秀
作

廣
澤
真
奈
（
２
年
）

一
畑
電
鉄
の
一
畑
口
駅
（
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
で
有
名
）
の
ホ
ー
ム
で
筆

を
走
ら
せ
る
本
校
部
員
。

↑交流の家の武道館を会場に作品を仕上げる参加者。

手前は妹尾さん（1年）の作品。

ＪＲＣ部
員
８
名
が
職
員
玄
関
前
と
昇

降
口
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
を
植
え

替
え
た
り
、
原
則
月
曜
日
に
地
元

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
里
苑

へ
の
慰
問
を
続
け
て
い
る
。
毎
年

こ
の
時
期
は
原
爆
記
念
日
を
前
に
、

平
和
を
祈
念
す
る
千
羽
鶴
を
被
爆

地
の
広
島
・
長
崎
に
送
る
準
備
も

す
す
め
て
い
る
。

来
週
は
、
県

内
各
高
校
の
Ｊ

Ｒ
Ｃ
部
員
が
一

堂
に
会
す
る
春

季
協
議
会
に
参

加
す
る
予
定
だ
。

柚
香
さ
ん
（
３
年
）
景
山
大
輝
さ

ん
（
２
年
）
の
風
景
画
も
好
評
を

得
た
。
参
加
生
徒
も
互
い
の
作
品

を
鑑
賞
・
批
評
し
あ
い
、
刺
激
の

多
い
有
意
義
な
３
日
間
と
な
っ
た
。

Junior Red Cross

青少年赤十字

吹
奏
楽

第
49
回
出
雲
地
区
吹
奏
楽
祭

（
６
／
７
、
出
雲
市
民
会
館
）

島
根
県
東
部
地
区
吹
奏
楽
祭
が

６
月
７
日
、
出
雲
市
民
会
館
で
開

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
36
団
体
が
出
演

催
さ
れ
た
。
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
36
団
体
が
出
演
。
本
校
吹

奏
楽
部
は
、
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
演
奏
す
る
予
定
の
課
題
曲

Ⅱ
「
勇
気
の
ト
ビ
ラ
」
（
高
橋

宏
樹
作
曲
）
を
披
露
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

１
年
生
12
名
が
入
部
し
て
現

在
は
37
名
で
活
動
す
る
吹
奏
楽

部
。
２
ヶ
月
後
に
迫
っ
た
夏
の

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
益
田
市
）

に
向
け
、
益
々
練
習
に
熱
の
入

る
熱
い
夏
を
迎
え
る
。

無題 景山大輝(２年)

2014年（平成26年）6月13日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第８５号（６）

玄関前のプランター



華

道

華
道
部
は
月
一
回
、
池
坊
流

の
先
生
を
お
招
き
し
て
活
動
し

て
い
る
。

筝

曲

外
部
講
師
の
日
之
蔵
智
子
先
生

（
本
校
卒
）
に
ご
指
導
い
た
だ
く

高
文
連
写
真
専
門
部
は
、
春
と

秋
の
年
２
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

い
、
両
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ

た
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
県
高
校

写
真
展
を
年
末
に
開
催
す
る
。

今
年
も
春
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

を
本
日
開
催
し
、
本
校
部
員
も
参

加
し
て
い
る
。

ま
た
、
秋
に
は
専
門
部
主
催
の

各
校
合
同
の
写
真
技
術
講
習
会
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

文

芸

の
は
週
一
回
だ
が
、
部
員
は
自
主

練
を
含
め
て
平
日
は
ほ
と
ん
ど
毎

日
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
今
年
は

７
名
の
新
入
部
員
が
加
わ
っ
た
ほ

か
、
経
験
者
の
周
藤
友
子
教
諭

（
家
庭
科
）
の
指
導
も
あ
り
、
例

年
以
上
に
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
が

続
く
。
全
員
が
高
校
入
学
後
に
琴

を
は
じ
め
る
た
め
、
一
年
生
を
含

め
た
演
奏
は
文
化
祭
が
初
の
大
舞

台
と
な
る
。

ま
た
、
次
年
度
の
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
権
を
か

け
た
コ
ン
ク
ー
ル
（
高
文
連
日
本

音
楽
部
門
）
が
秋
に
予
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
で
の
演
奏
が
今
年
の

大
き
な
目
標
だ
。

写

真

管
理
棟
２
階
の
部
室
で

高文連事務局が浜田高校から松江工業高校に移り、

７月の島根県高校文化フェスティバルは今年から松

江開催となります。

（７）第８５号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）6月13日(金)

募
集

８
月
20
日
～
９
月
17
日

表
彰

12
月
13
日

今
の
時
期
、
文
芸
部
は
小
説
を

メ
イ
ン
に
標
記
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

出
品
を
め
ざ
し
て
創
作
活
動
を
続

け
て
い
る
。

全
国
高
文
連
・
読
売
新
聞
社
が

主
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小

説
・
文
芸
評
論
・
随
筆
（
エ
ッ
セ

イ
）
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
文
芸

部
誌
の
７
部
門
を
募
集
す
る
が
、

個
人
で
の
応
募
も
可
能
だ
。
顧
問

文
化
部
は
コ
ラ
ボ
を
大
切
に
、
つ
な
が
る
縁
で
躍
動
し
ま
す学園祭だけでなく、各文化部がコラボ

しての発表会も楽しみです。市内各学校

や地域の皆様とのコラボもお願いします。

第
29
回
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

部
員
以
外
の
個
人
出
品
も
可
能
で
す
ヨ

の
保
科
教
諭
は
、
「
文
芸
部
に
入
っ

て
一
緒
に
創
作
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
兼
部
も
ま
っ
た
く
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
入
部
は
ち
ょ
っ
と
と
迷
っ

て
い
る
人
も
、
個
人
資
格
で
応
募

で
き
ま
す
。
応
募
の
お
手
伝
い

も
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談

に
来
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
こ

と
だ
。

三
高
祭(

学
園
祭)

で
は
、
部

員
の
力
作
を
集
め
た
文
芸
部
誌

「
日
和(

ひ
よ
り)

」
を
発
行
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
松
江
地
区
で
開
催
し
ま
す

昨
年
度
の
文
芸
部
誌
「
日
和
」
全
66
頁
の
力
作

茶

道

三
斎
流
の
福
間
喜
代
美
先
生
を

お
招
き
し
て
、
玄
関
前
の
「
蒼
雲

館
」
和
室
で
月
２
回
程
度
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

下の写真は、春休み

に木次町のチェリバホー

ルのロビーで行った文

化部の合同展。市内中
学生の美術作品も並び

ました。
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放

送

第
50
回
島
根
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

地
区
予
選
を
経
て
藤
原
さ
ん
出
場(

朗
読
部
門)

標
記
県
大
会
が
今
週
10
日
、
松

江
市
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
で
行
わ

れ
た
。
本
校
か
ら
は
研
究
発
表
部

門
に
出
品
し
、
ま
た
、
朗
読
部
門

で
先
月
の
松
江
地
区
予
選(

参
加

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
松
江
地
区
予
選

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
出
品
原
稿

板
持

孝
祐
（
２
年
）

今
週
の
話
題
は
風
呂
敷
で
す
。

風
呂
敷
と
言
え
ば
昔
は
使
わ
れ

て
い
た
け
ど
、
今
で
は
そ
の
役

割
を
鞄
に
奪
わ
れ
て
、
ほ
と
ん

ど
使
わ
れ
て
い
な
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
物
理
の
花
岡
先

生
（
写
真
）
は
鞄
で
は
な
く
風

呂
敷
を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
「
古
い
も
の
を
持
ち
歩
い

て
い
る
と
い
う
よ
り
、
最
新
技

術
を
持
ち
歩
い
て
い
る
。
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

実
は
花
岡
先
生
の
風
呂
敷
に

は
ア
ッ
と
驚
く
秘
密
が
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
ん
と
防
水
性
で
、

水
を
包
ん
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
そ
の
性
能
を
生
か

し
て
、
も
し
も
の
災
害
時
に
は

飲
料
水
の
確
保
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
絞
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー

に
も
な
り
、
体
を
洗
う
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
。

風
呂
敷
は
鞄
と
違
っ
て
、
中

に
入
れ
る
も
の
に
形
を
合
わ
せ

て
包
め
る
の
で
、
非
常
に
持
ち

運
び
が
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
合
理

的
な
理
由
か
ら
、
裁
判
の
検
察

官
は
今
で
も
証
拠
品
や
資
料
を

持
ち
運
ぶ
時
に
使
っ
て
い
ま
す
。

一
見
古
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
風

呂
敷
は
、
未
来
へ
の
可
能
性
も

包
ん
で
い
ま
し
た
。

48
名)

を
５
位
通
過
し
た
藤
原
香

玲
羅
さ
ん
（
２
年
）
が
出
場
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
指
定
５
作
品
の
中
か

ら
阿
川
佐
和
子
著
「
残
る
は
食
欲
」

の
一
節
を
選
び
、
表
現
力
豊
か
に

２
分
間
の
発
表
に
の
ぞ
ん
だ
。
残

念
な
が
ら
東
京
代
々
木
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

出
場
は
逃
し
た
が
、
ま
だ
２
年
生
。

来
年
の
再
挑
戦
を
期
待
し
た
い
。

例
年
は
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
番

組
４
部
門
へ
の
出
品
も
多
い
が
、

今
年
は
部
員
不
足
も
あ
っ
て
断
念

し
た
が
、
研
究
発
表
部
門
に
は
板

持
孝
祐
さ
ん(

２
年)

が
中
心
と
な
っ

て
「
テ
ー
プ
時
代
の
編
集
機
の
再

利
用
」
を
出
品
し
た
。
５
分
構
成

の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
古
い
機

材
を
利
用
し
撮
影
と
同
時
に
編
集

を
行
う
便
利
で
時
間
短
縮
の
作
業

方
法
を
紹
介
し
た
作
品
だ
。

研
究
発
表
部
門
の
全
国
切
符
は

同
点
な
が
ら
も
東
京
行
き
を
逃
す(

研
究
発
表
部
門)

兼
第
61
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
予
選

高
文
連
演
劇
講
習
会

演

劇

県
内
15
校
か
ら
百
名
を
超
え
る

演
劇
仲
間
が
松
江
市
の
県
民
会
館

に
集
い
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
音

響
・
舞
台
・
照
明
に
つ
い
て
県
民

会
館
ス
タ
ッ
フ
か
ら
実
践
的
な
指

導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
掛
合
分

校
の
亀
尾
佳
宏
教
諭
（
昨
年
度
ま

で
三
刀
屋
高
校
演
劇
部
顧
問
）
を

講
師
に
、
各
校
演
劇
部
の
キ
ャ
ス

ト
は
演
出
・
演
技
力
向
上
の
た
め

の
実
践
的
講
習
に
も
臨
ん
だ
（
写

真
）
。

な
お
、
掛
合
分
校
で
も
演
劇
活

動
が
本
格
始
動
し
た
ら
し
い
。
雲

南
市
の
演
劇
活
動
の
裾
野
が
ま
す

ま
す
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ

合
唱
同
好
会

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

ダ
ン
ス
同
好
会

(

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ)

（
６
／
５
～
６
、
県
民
会
館
）

２
枚
。
審
査
員
に
よ
る
総
得
点
は

何
と
某
校
と
同
点
２
位
と
な
っ
た

が
、
細
則
に
よ
っ
て
東
京
行
き
を

次
点
で
逃
し
て
し
ま
っ
た
。

昨
年
の
３
年
生
７
名
が
卒
業
し

自
然
科
学

次
年
度
の
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
自
然
科
学
部
門
大
会
へ
の
出
場

権
を
か
け
た
コ
ン
ク
ー
ル
は
11
月

に
開
催
さ
れ
る
。

な
お
、
来
月
に
は
県
内
高
校
の

理
系
生
徒
が
集
う
「
益
田
サ
イ
エ

ン
ス
タ
ウ
ン
」
へ
の
参
加
を
予
定

し
て
い
る
。
文
科
省
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ(

ス
ー

パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル)

の
指
定
を
受
け
る
益
田
高
校
が
主

催
す
る
事
業
で
、
一
流
講
師
陣
も

迎
え
て
科
学
に
関
す
る
各
種
教
室

や
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
今
年
も
学
校
対
抗
の

「
ゆ
っ
く
り
落
と
し
て
み
よ
う
」

に
挑
戦
す
る
予
定
だ
が
、
ま
ず
は

高
所
恐
怖
症
の
克
服
が
必
須
ら
し

い(
写
真
参
照)

。

昨
年
の
科
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
ゆ
っ
く
り
落
し
て
み
よ
う
」(

グ
ラ
ン
ト
ワ)

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
以
下
に
つ
い
て
は
次
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

文
化
部
門
の
全
国
大
会
は
様
々

だ
が
、
体
育
系
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
相
当
す
る
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
が
夏
に
開
催
さ
れ

る
。
数
年
前
に
自
然
科
学
部
門

が
加
わ
っ
て
現
在
19
の
公
式
部

門
で
大
会
が
行
わ
れ
る
が
、
主

催
す
る
全
国
高
文
連
が
誕
生
し

た
の
は
、
実
は
昭
和
61
年
と
比

較
的
遅
い
。

そ
れ
以
前
か
ら
全
国
大
会
開

催
を
続
け
て
い
た
部
門
が
多
く
、

ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ
た
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
で
は
交
流

を
第
一
と
し
て
競
技
や
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
わ
な
い
部
門
が
少
な
く

な
い
。
例
え
ば
吹
奏
楽
部
門
は

順
位
や
賞
が
一
切
な
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
形
式
を
と
り
、
部
員

に
と
っ
て
は
直
後
の
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
年
間
最
大

の
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
へ
の
出
場
権
は
、
一
部

の
競
技
系
部
門(

囲
碁
・
将
棋
等)

を
除
い
て
前
年
秋
の
県
内
大
会

の
結
果
を
受
け
て
決
ま
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

部
門
個
別
の
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
の
ほ
か
、
今
や
「
○
○
甲
子

園
」
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今

年
で
58
回
目
を
迎
え
る
全
国
学

芸
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル(

旺

文
社
主
催)

は
全
国
の
小
学
校
か

ら
高
校
ま
で
の
２
千
校
か
ら
11

万
点
が
出
品
さ
れ
る
大
き
な
コ

ン
ク
ー
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
。

審
査
員
に
も
各
分
野
の
著
名
人

が
配
さ
れ
る
。
自
然
科
学
・
人

文
社
会
科
学
・
書
道
・
美
術
・

写
真
・
文
芸
等
に
つ
い
て
細
か

い
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
れ
て
作
品

が
募
集
さ
れ
る
。
生
徒
の
皆
さ

ん
も
一
度
、
公
式
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

刺
激
に
な
る
は
ず
だ
。
学
校
を

通
じ
た
個
人
応
募
も
多
い
。

て
現
在
は
１
・
２
年
生
３
名
で
活

動
を
続
け
て
い
る
。
新
入
部
員
を

確
保
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い

と
こ
ろ
だ
。

文
化
部
門
の
全
国
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル

メモ



その① 雲南市木次町上熊谷中の段地区を流れ

る斐伊川の昭和40年代前半までの写真。

川べりに砂浜が広がる写真を探していま

す。子どもたちが水遊びする写真はあり

ませんか？

その② 奥出雲町の鬼の舌震で、昭和50年頃まで？就航

していた観光遊覧船の写真。

※プリント、ネガ、電子データ何でも結構です。

※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼ 地域とともに 第２回

シリーズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

来
月
で
ち
ょ
う
ど
50
年
を
迎
え

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
３

か
月
前
の
１
９
６
４
年
（
昭
和
39

年
）
７
月
、
梅
雨
末
期
の
梅
雨
前

線
の
停
滞
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
島

根
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

た
。
斐
伊
川
本
流
の
決
壊
こ
そ
な

か
っ
た
も
の
の
、
支
流
の
赤
川
や

久
野
川
は
各
所
で
決
壊
し
、
加
茂

町
中
心
部
は
目
の
前
の
赤
川
が
溢

れ
て
決
壊
し
、
土
手
よ
り
は
る
か

に
低
い
加
茂
中
の
街
並
み
を
呑
み

込
ん
で
い
っ
た
。
赤
川
下
流
域
の

加
茂
町
は
、
実
は
江
戸
時
代
か
ら

洪
水
と
の
闘
い
の
連
続
だ
っ
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

斐
伊
川
上
流
域
で
は
、
砂
鉄
を

原
料
と
し
て
鉄
塊
を
造
る
た
た
ら

製
鉄
が
江
戸
時
代
初
め
頃
よ
り
生

産
を
急
速
に
拡
大
し
た
。
中
国
山

地
沿
い
は
良
質
の
砂
鉄
分
を
含
む

花
崗
岩
に
恵
ま
れ
、
そ
の
山
肌
を

崩
し
水
路
に
流
し
込
ん
で
砂
鉄
を

沈
殿
採
取
し
た
。
こ
れ
を
鉄
穴

（
か
ん
な
）
流
し
と
呼
ぶ
。
た
だ
、

土
砂
中
の
砂
鉄
分
は
わ
ず
か
１
％

程
度
で
あ
り
、
不
要
な
99
％
の
土

砂
は
下
流
へ
と
流
し
た
。
莫
大
な

排
砂
は
斐
伊
川
を
流
れ
下
り
、
河

川
勾
配
が
緩
や
か
に
な
る
木
次
町

中
の
段
地
区(

西
日
登
小
学
校
の

向
か
い
側)

辺
り
か
ら
は
砂
の
堆

積
が
顕
著
と
な
り
、
さ
ら
に
木
次

町
中
心
部
の
桜
土
手(

若
狭
土
手)

付
近
か
ら
は
、
堆
砂
に
よ
っ
て
河

床(

川
底)

が
周
辺
の
土
地
や
家
屋

よ
り
高
い
「
天
井
川
」
と
化
し
た
。

鉄
穴
流
し
に
よ
っ
て
河
床
は
年
々

上
昇
を
続
け
、
洪
水
防
止
の
た
め

に
は
土
手
を
高
く
す
る
工
事
を
行

い
、
市
街
地
か
ら
は
土
手
を
は
る

か
上
に
仰
ぎ
見
る
状
況
と
な
っ
た
。

赤
川
上
流
域
で
も
鉄
穴
流
し
が

行
わ
れ
た
が
、
斐
伊
川
の
河
床
上

昇
ス
ピ
ー
ド
が
は
る
か
に
速
く
、

洪
水
時
に
は
斐
伊
川
の
水
が
赤
川

に
逆
流
す
る
有
様
だ
っ
た
。
現
在

の
赤
川
最
下
流
部
は
、
斐
伊
川
と

し
ば
ら
く
並
行
す
る
導
水
路(

鯰

の
尾
と
呼
ぶ)

が
延
び
、
河
床
の

高
さ
が
同
じ
に
な
る
地
点
で
斐
伊

川
に
合
流
す
る
。
江
戸
時
代
末
期

の
治
水
工
事
に
は
じ
ま
る
先
人
の

知
恵
と
苦
労
の
お
陰
だ
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
鉄
穴
流

し
は
負
の
遺
産
し
か
残
さ
な
か
っ

た
か
の
よ
う
だ
が
、
決
し
て
そ
う

で
は
な
い
（
次
号
へ
続
く
）
。

斐
伊
川

物
語
第
１
回

『
た
た
ら
侍(

仮
称)

』
を
勝
手
に
応
援
す
る
新
シ
リ
ー
ズ

お
こ
と
わ
り

…

斐
伊
川
水
系
の
一
級
河
川
と
は
斐
伊
川
本
流
だ
け
で
な
く
、
宍
道
湖
や
中
海
を
通
じ
て
日
本
海
に
出
水
す
る
河
川
す
べ
て
を
含
み
ま
す
。
斐
伊
川
と
同
様
に
鉄
穴
流
し
で
天
井
川
と
な
っ
た
安

来
市
の
飯
梨
川
、
伯
太
川
も
斐
伊
川
水
系
の
一
級
河
川
で
す
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
奥
出
雲
地
方
の
た
た
ら
製
鉄
及
び
鉄
穴
流
し
の
影
響
を
受
け
た
こ
れ
ら
の
河
川
流
域
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

あ
れ
か
ら
50
年

今昔

赤
川
決
壊
／
昭
和
39
年
７
月
豪
雨

矢
印
の
先
に
見
え
る
土
塀
の
横
線
は
、
昭
和
39
年
７
月
19
日
に
加
茂

中
を
水
没
さ
せ
た
洪
水
の
浸
水
ラ
イ
ン
。
甚
大
な
被
害
に
も
か
か
わ
ら

ず
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、
有
線
放
送
本
部
と
郵
便
局
の
交
換
手

が
不
眠
不
休
で
避
難
呼
び
か
け
を
続
け
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
自
ら

も
危
険
な
状
況
の
中
で
多
く
の
人
命
を
救
っ
た
４
名
の
若
い
女
性
職
員

の
姿
は
、
翌
年
か
ら
小
学
５
年
生
の
道
徳
の
教
科
書
で
「
濁
流
の
中
か

ら
さ
け
ぶ
」
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

三
刀
屋
高
校
総
合
学
科
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
目
標
を

自
ら
設
定
し
、
社
会
に
貢
献
す
る

た
め
の
総
合
的
な
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
に
は
「
産
業
社
会
と
人
間
」

と
い
う
総
合
学
科
な
ら
で
は
の
科

目
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
は
、
地
域
や
地
域
産
業
に

目
を
向
け
て
学
び
を
深
め
る
取
り

組
み
を
「
地
域
産
業
研
究
」
と
称

し
、
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
構
築

し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
の
講
話
を
雲
南
市
職
員
の
渡
部

喬
氏
と
須
山
雄
介
氏
に
お
願
い
し
、

「
雲
南
市
の
魅
力
と
課
題
」
「
雲

南
地
域
の
産
業
に
つ
い
て
」
等
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
現

に
進
行
中
の
政
策
に
つ
い
て
も
紹

介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

講
話
を
受
け
た
後
の
ワ
ー
ク

「
地
域
の
強
み
と
弱
み
」
で
は
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
雲
南
の
誇
り
と

な
る
な
る
も
の
と
課
題
を
再
確
認

し
て
発
表
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
（
写
真
）
。

雲南市 沖縄県南城市
登録人数 41,506 人 41,745 人
参加者数 23,781 人 19,536 人
参 加 率 57.3 ％ 46.8 ％

（９）第８５号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）6月13日(金)

学校全体としての取りまと

めは行いませんでしたが、い

くつかの部が参加報告してく

れました。

１
年
「
地
域
産
業
研
究
」
講
話

雲
南
市
の
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た

講
師
／

渡
部

喬

氏

(

雲
南
市
産
業
振
興
部
産
業
推
進
課)

／

須
山

雄
介

氏

(

雲
南
市
政
策
企
画
部
政
策
推
進
課)

地
域
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
作
り
に



奨学金のご案内です

毎年6月23日～29日は
男女共同参画週間です

平成26年度の全国標語「家事場のパパヂカラ」

男性と女性が、職場で、学校で、地域で、

家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる

「男女共同参画社会」を実現するためには

政府や地方公共団体だけでなく、国民のみな

さん一人ひとりの取組が必要です。私たちの

まわりの男女のパートナーシップについて、

この機会に考えてみませんか？

（内閣府男女共同参画局ＨＰより）

三刀屋高校からの

学校だより版
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
の
ご
案
内

演題
『
図
書
館
が
つ
な
ぐ
学
び
の
輪
』

本
校
図
書
館
は
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
平
成
26
年
度
確
か
な
学

力
の
育
成
に
係
る
実
践
的
調
査
研
究

②
学
校
図
書
館
担
当
職
員
の
効
果

的
な
活
用
方
策
と
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の

指
定
を
受
け
、
従
来
か
ら
の
活
動
の
上
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
一
つ
の

柱
と
す
る
総
合
学
科
の
学
び
を
支
援
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

高等学校等給付奨学生募集 → 返還義務のない奨学金給付事業です

公益財団法人日本教育公務員弘済会島根支部

本日6月13日の3年生保護者進路ガイダンスでもご

説明を予定しておりますが、概要をご確認ください。

必要書類の提出期限を今月25日(水)としております

のでご注意ください。

■募集対象‥国内の大学・短大・専修学校専門課程

への進学後に奨学金を希望する人（専修

学校によっては取り扱わない場合もあり

ます）

■奨学金の種類

第一種奨学金 無利子の奨学金(貸与)です

第二種奨学金 有利子の奨学金(貸与)です

入学時特別増額貸与奨学金（有利子貸与）

※入学前に奨学金を借りることは出来ません

※第一種奨学金と第二種奨学金の併用希望も可能です

平成27年度日本学生支援機構大学等奨学金（予約）

現３年生が対象です

■応募条件

１）家庭の事情により、学費支払いが困難と認められる者

２）向学心に富み、かつ学業に耐えうるもの

３）校長の推薦を受けたもの－原則として各高校１名以内

４）これまでに、この奨学金を受けていないもの

■給付内容

１）給付額 一人当たり １５万円

２）全県で４０人 三刀屋高校から１名推薦

３）原則として返還の必要はありません

■ 複数の応募者があった場合は校内で選考し、一名を推薦

します。選考にあたっては経済面を重視します。

■ 応募必要書類提出〆切は６月２３日（月）です。提出書

類が数種類必要ですが、「市町村長が発行する同一生計家族

の所得証明書」も必要となります。ご希望される場合には、

早めにご準備をお願いいたします。まずはお子様を通じて願

書を総務部（担当:曽田）までご請求ください。

ご不明な点は、三刀屋高校総務部までお問い合わせください

全
学
年
対
象
で
す

担当:総務部（須田）

今
年
２
月
に
も
来
て
い
た
だ
い

た
岩
田
教
授
に
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
文
化
学
科
の
紹
介
や
共
通
科

目
「
読
み
聞
か
せ
」
の
取
り
組
み
、

「
お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
か

か
わ
っ
た
学
生
や
子
ど
も
た
ち
の

「
学
び
の
育
ち
」
に
つ
い
て
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
絵
本
の
楽

し
く
て
驚
き
い
っ
ぱ
い
の
秘
密
も

聞
け
る
は
ず
で
す
。
ゼ
ミ
の
学
生

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
あ
り

ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
す
で
に
お

子
様
を
通
じ
て
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
図
書
・

人
権
・
同
和
教
育
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
師
／
岩
田

英
作
氏
（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）

校内

本紙第83号（4月9日付発行）でジェン

ダー川柳を募集しましたが、残念ながら

応募が極めて少ない状況のため、募集期間を

延長して6月末までとさせていただきます。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
川
柳
の
募
集
を
延
長
し
ま
す

■ 生徒・教職員およびＰＴＡ会員の皆様を対象

にジェンダー川柳を募集します。（コンクールで

はありません）

■ ジェンダーとは、「男らしさ」「女らしさ」

など、性別にもとづいて違う行動パターンや能力

を期待するといった社会的につくられた男女の区

別のことをいいます。身近な暮らしの中で「女の

くせに…」「男なんだから…」と言われて「おか

しい、変だ」と感じた事などを五七五の川柳にし

てみて下さい。

■ 事例は4月9日発行の本紙第83号に紹介してありま

す。参考にしてください。応募用紙の様式は問いませ

ん。作品を総務部編集長までお寄せください。

生徒が図書を選定しました

中間試験最終日の5月16日、図書委員の5

名が出雲市高岡町の今井書店で購入したい

図書(5万円分)の選定作業を行いました。

生徒自らが高校生活に必要な図書を選ぶ図

書委員会の恒例行事です。

2014年（平成26年）6月13日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第８５号（１０）

7 / 1(火)

14:00～16:00



日 曜 学校行事等 部活等

１４ 土 3年進研M・就職公務員模試 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ国体予選(本校)

１５ 日 3年進研M模試

１６ 月

１７ 火 2年進路講演会

１８ 水 2・3年眼科検診

１９ 木

２０ 金 芸術鑑賞 試験発表 閉寮

２１ 土

２２ 日 開寮

２３ 月 ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ再検査

２４ 火 生徒総会

２５ 水 ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ再検査 職業人講演会

２６ 木 6/28の振替休業日 学校開放

２７ 金 期末試験１日目

２８ 土 期末試験２日目 大学等説明会

２９ 日 学校開放

３０ 月 期末試験３日目

日 曜 学校行事等 部活等

１ 火 期末試験最終日

２ 水 地区P木次

３ 木 防犯教室 地区P飯南、掛合、吉田

４ 金 壮行式 地区P三刀屋、奥出雲 自然科学

５ 土 3年進研記・就職公務員模試

６ 日 3年進研模試 第1回英検2次 吹奏楽

７ 月

８ 火 学園祭LHR 地区P大東・加茂

９ 水
球技大会
第2回PTA生活指導委員会兼人権・同和教育推進委員会

１０ 木 3年進路講演会

１１ 金 1・2年進研学テ 第1回漢検 高P連中四国大会 閉寮

１２ 土 吹奏楽

１３ 日 開寮 陸上

１４ 月

１５ 火 学園祭ｸﾗｽ集会 野球(～26)

１６ 水

１７ 木

１８ 金 6限授業 ソフトテニス

１９ 土
3年全統M模試 学研常識ﾃｽﾄ
SPI入門ﾃｽﾄ 看護医療模試

２０ 日
3年全統M模試
PTA木次地区ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

２１ 月 海の日

２２ 火
特別時間割(～25)
3年三者面談(～31) 1・2年保護者面談(～25)

２３ 水

２４ 木 PTA会報発行

２５ 金
終業式 学園祭分団集会
PTA三刀屋地区ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

２６ 土 桐原小論文模試 演劇

２７ 日 演劇

２８ 月 3年生夏期補習(～8/1) 私たちに続け未来の三高生
今年も三高ビジュアル系美男美女（不確実情報）

４６８名三刀屋高校 総合学科 案内役は

文部科学大臣表彰
地域に支えられて10年 平成16年度総合学科創設以来、地域の公共団体、事業所、保護者の

皆様等のご支援とご協力を支えとして、インターンシップをはじめと

する数多くの体験学習やプレゼンテーション等の表現活動を通じて、

適正な職業観・勤労観の育成を目標とするキャリア教育を実施してき

ました。10年にわたる活動が県内外から高く評価される中、平成25年2

月に晴れて文部科学大臣表彰を受けました。
平成24年度キャリア教育優良学校

充実の東京研修 インターンシップ受入れ事業所は60箇所以上

１年次 フレッシュマンセミナー(職業調べ)

科目「産業社会と人間」
事業所ｲﾝﾀｰｼｯﾌﾟ(地域産業研究 実習)

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(大学訪問)
ライフプラン作成

２年次 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
班別自主研修(東京、大学・企業訪問も)

課題研究(ﾃｰﾏ別ｷｰﾜｰﾄﾞ調べ)
３年次 課題研究(ﾃｰﾏ別小論文作成、ﾌﾟﾚｾﾞﾝ)

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校
(平成25～27年度県教委指定)

※高校を拠点に、小中学校および地域との連携強化

地域ぐるみで人材を育てるキャリア教育モデルの創出

S I N C E 1 9 2 4 三刀屋 高校は お陰様 で創立 9 0周 年／1 0月 4 日 (土 )創立 9 0周 年記念 式典

（１１）第８５号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）6月13日(金)

8:45 受付
9:10 全体説明

生徒発表
模擬授業

部活動見学
12:15 ｱﾝｹｰﾄ記入

中学３年生の皆さんのお越しをお待ちしています



松
江
藩
か
ら
奥
出
雲
の
た
た

ら
経
営
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

鉄
師
頭
取
に
任
じ
ら
れ
た
御
三

家
が
奥
出
雲
町
の
絲
原
家
・
桜

井
家
と
、
雲
南
市
吉
田
町
の
田

部
家
で
あ
る
。
田
部
家
の
当
主

は
代
々
長
右
衛
門
の
名
を
襲
名

す
る
が
、
第
23
代
田
部
長
右
衛

門
氏
に
縁
の
品
が
三
刀
屋
高
校

に
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
応
接

室
に
掲
げ
ら
れ
た
書
「
和
敬
」

「
和
而
不
流
」
、
会
議
室
の

「
鍛
心
」
の
ほ
か
、
校
地
の
入

り
口
で
最
初
に
目
に
す
る
枝
垂

桜(

写
真)

も
同
氏
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
も
の
だ
。
現
当
主
の
祖
父

に
あ
た
る
第
23
代
長
右
衛
門
は
、

昭
和
34
年
か
ら
３
期
12
年
、
高

度
経
済
成
長
期
に
島
根
県
知
事

を
つ
と
め
た
方
で
あ
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

昭
和
34
年
10
月
、
学
校
創
立

35
周
年
と
新
制
高
校
発
足
10
周

年
を
祝
う
記
念
行
事
が
５
日
間

に
わ
た
っ
て
続
い
た
。
男
女
共

学
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
「
我

が
雲
南
の
健
男
児
」
と
歌
っ
て

い
た
校
歌
を
時
代
に
ふ
さ
わ
し

く
現
在
の
よ
う
に
改
め
た
の
も

こ
の
時
だ
。

さ
ら
に
当
時
の
飯
塚
一
雄
校

長(

旧
制
三
刀
屋
中
学
１
期
卒)

は
、
記
念
式
典
の
式
辞
で
本
校

の
歴
史
を
述
べ
た
後
、
来
賓
の

田
部
長
右
衛
門
島
根
県
知
事
に

対
し
て
老
朽
校
舎
の
全
面
改
築

を
そ
の
場
で
陳
情
し
た
。
こ
れ

に
対
し
田
部
知
事
は
直
後
の
祝

辞
で
「
私
の
在
任
中
に
必
ず
実

行
す
る
。
」
と
述
べ
、
出
席
者

の
万
雷
の
拍
手
を
浴
び
た
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
「
壇
上
陳
情
」

で
、
後
々
ま
で
語
り
継
が
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

団
塊
世
代
の
高
校
入
学
が
迫
っ

て
き
た
時
期
で
あ
り
、
本
校
も

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
迫
ら
れ
て

い
た
。
昭
和
37
年
度
に
１
学
級

増
、
翌
38
年
度
に
家
庭
科
の
生

徒
募
集
の
停
止
お
よ
び
そ
の
代

替
と
生
徒
急
増
対
策
の
た
め
に

２
学
級
の
増
設
が
行
わ
れ
、
１

学
級
55
人
・
学
年
６
学
級
時
代

を
迎
え
た
。

紙
幅
の
関
係
で
詳
述
は
控
え

る
が
、
ま
ず
新
体
育
館
が
昭
和

39
年
半
ば
に
竣
工
。
７
月
18
日

に
い
っ
た
ん
開
館
式
が
行
わ
れ

た
が
、
同
日
か
ら
の
豪
雨
（
９

面
参
照
）
で
館
内
へ
の
土
砂
流

入
、
敷
地
流
出
被
害
で
竣
工
式

典
は
11
月
に
伸
び
た
。
そ
の
間

も
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
地

域
の
大
き
な
支
援
が
あ
っ
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
現
在
の
教
室
棟
が
竣

工
し
た
の
が
昭
和
44
年
。
こ
の

年
の
入
学
生
２
７
５
名
は
、
今

春
60
歳
定
年
を
迎
え
た
高
校
24

期
の
皆
さ
ん
だ
っ
た
。
翌
45
年

度
中
に
は
管
理
棟
も
竣
工
し
、

46
年
11
月
に
は
校
舎
全
面
改
築

を
祝
う
竣
工
式
典
が
、
田
部
前

知
事
を
は
じ
め
来
賓
多
数
を
お

招
き
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

残
る
柔
剣
道
場
が
竣
工
し
た
の

は
、
「
ま
だ
普
通
の
走
り
の
恩

ち
ゃ
ん
」
が
入
学
し
て
き
た
47

年
の
こ
と
だ
っ
た
。

三高90年物語

県
総
体
お
疲
れ
様
で
し
た
。

後
半
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な

り
、
外
で
の
競
技
は
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
整
え
る
の
も
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
▼
浜
田
、
益

田
方
面
の
競
技
を
取
材
す
る
こ

と
が
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
の
大
会
に

つ
い
て
も
保
護
者
の
皆
様
か
ら

の
積
極
的
な
画
像
提
供
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
▼
な
お
、
総

体
結
果
に
つ
い
て
は
生
徒
会
発

行
「Sank

o

‐N
ow

（
三
高
ナ
ウ
）
」

も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

代
表
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
▼
本
紙
は
毎
号

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
Ｐ
Ｄ

Ｆ
で
カ
ラ
ー
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
用
に
解
像
度
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
不
鮮
明
な
画

像
や
文
字
化
け
が
あ
り
ま
す
こ

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記
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東
京
研
修
（
２
年
10
月
）
へ
の
関
門

視
察
希
望
先
の
大
学
・
事
業
所
等
へ
ア
ポ
取
り

10
月
に
３
泊
４
日
で
実
施
す
る

２
年
生
の
東
京
研
修
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
研
修
２
日
目
の

班
別
研
修
で
は
企
業
や
大
学
を
視

察
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
訪
問
先
も
各
班
ご
と
に
生
徒

が
自
主
的
に
張
り
切
っ
て
考
え
る
。

例
年
、
よ
く
ぞ
そ
ん
な
所
に
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
た
な
と
感
心
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

先
日
は
、
そ
の
研
修
希
望
先
に

何
の
根
回
し
も
な
い
状
態
で
、
受

入
れ
を
お
願
い
す
る
ア
ポ
取
り
の

突
撃
電
話
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
高
校
生
か
ら
の
突
然
の
お
願

い
に
、
即
答
を
控
え
る
事
業
所

（
多
く
は
有
名
大
企
業
）
が
多
い

の
は
当
然
だ
が
、
最
終
的
に
断
ら

れ
る
と
一
瞬
へ
こ
ん
で
し
ま
う
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
生
徒

は
次
な
る
希
望
先
に
挑
戦
し
、
苦

労
し
て
内
諾
を
得
る
か
ら
こ
そ
当

日
の
訪
問
が
待
ち
遠
し
く
も
な
る
。

小
中
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
す

べ
て
の
学
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

義
務
付
け
ら
れ
た
現
在
、
企
業
や

上
級
学
校
の
視
察
研
修
は
さ
ほ
ど

珍
し
く
は
な
い
が
、
事
前
の
根
回

し
も
な
い
突
撃
電
話
で
の
依
頼
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
関
す
る
東
京
で
の
教
員
研

修
会
で
も
話
題
に
な
っ
た
。

受話器を手に思わず平身低頭する生
徒。緊張感が伝わってくる。

ガ
ッ
カ

リ

!!

施
錠

不
安

４
月
以
来
、
自
転
車
の
盗
難
被

害
が
続
い
て
い
る
。
学
校
で
、
買

い
物
途
中
で
、
自
宅
で
、
…
…
。

例
外
な
く
無
施
錠
の
自
転
車
だ
。

一
番
悪
い
の
は
窃
盗
犯
だ
。
学
校

や
そ
の
周
辺
は
、
最
も
安
心
・
安

全
な
場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は

こ
ん
な
田
舎
で
も
、
自
己
防
衛
や

犯
罪
抑
止
の
た
め
に
身
に
つ
け
る

べ
き
モ
ラ
ル
が
あ
る
こ
と
を
学
習

し
て
も
ら
い
た
い
。

汚
い
と
こ
ろ
に
は
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
も
多
く
な
る
。
同
じ
よ
う
に

無
施
錠
の
自
転
車
が
多
い
駐
輪
場

で
は
、
無
断
寸
借
も
多
く
な
る
よ

う
だ
。
４
月
以
来
、
生
徒
指
導
部

か
ら
度
々
の
注
意
呼
び
か
け
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
６
月
に
入
っ

て
も
学
校
の
自
転
車
小
屋
に
無
施

錠
の
自
転
車
が
あ
る
こ
と
が
信
じ

ら
れ
な
い
。
が
っ
か
り
だ
。
こ
の

学
校
だ
よ
り
は
一
般
市
民
の
目
に

も
触
れ
る
機
会
が
多
い
。
こ
ん
な

記
事
を
掲
載
す
る
の
は
断
腸
の
思

い
だ
が
、
次
号
で
は
「
打
て
ば
響

く
三
高
生
」
の
見
出
し
を
準
備
し

た
い
。

三
高
に
赴
任
し
て
２
か
月
半
。

打
て
ば
響
く
三
高
生
に
数
多
く
出

会
っ
て
き
た
。
打
て
ば
響
く
三
高

集
団
の
相
互
影
響
力
で
無
施
錠
の

自
転
車
が
な
く
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

（
編
集
長
記
）

自転車無施錠
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